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における索引語抽出などに応用することが可能である。本論文を構成する 6 つの章において，3 章は外来語



















ターネットから収集した新聞記事 183 件と研究抄録 1102 件を用いて実験を行った。実験データの規模はモ
ンゴル語を対象とした自然言語処理の研究では過去最大級である点も評価できる。さらに，提案手法の誤り
について分析し種々の知見を示している。
2. 接辞処理
キリル文字のモンゴル語を対象とした接辞処理の先行研究は，名調や動詞といった自立語の辞書を人手で
作成して使用する。そのため，辞書未登録の単語を接辞処理することができない。この問題を解決するため
に，本論文は，「付属語の辞書」と「自立語の語形変化に関する規則」だけを使用する接辞処理手法を提案
した。モンゴル語における付属語とは助詞であり，新しい助詞が造られることが稀であることから，本手法
－ 730 －
は辞書未登録語の問題に対して頑健である。しかし，自立語の語形変化は，モンゴル語固有の単語か外来語
かによって現象が異なる。そこで，上記で提案した外来語抽出手法を応用して，接辞処理の対象が外来語で
あるか否かを判定し，外来語であると判定された場合は外来語特有の語形変化を考慮した例外規則を使用す
る。提案手法の有効性を示すために，外来語抽出でも使用したテキストデータを使用して実験を行い，実験
の結果，提案手法は既存の手法よりも高精度で接辞処理を行うことを確認している。さらに，接辞処理を情
報検索における索引語抽出に応用し，情報検索の精度によって接辞処理の精度を間接的に評価した。研究抄
録を用いた検索実験の結果，接辞処理を行わない場合や既存の接辞処理手法に比べて，提案手法は検索精度
を向上させることを確認している。既存のインターネット検索サービスでは，モンゴル語の語形変化に対し
て頑健な索引付けが行われていない。本論文の提案手法がモンゴル語を対象とした情報検索の研究開発に与
える影響は大きいといえる。
本論文の中核をなす 2 つの手法の分析において述べたように，論文内容には新奇性があり，体系的で丁寧
な実験によって有効性も検証されており，高く評価することができる。2 つの中核はそれぞれ自然言語処理
関連の主要な国際会議に採択されている。また，接辞処理に関する内容は国際論文誌にも採録されており，
本論文の内容が国際的に評価されていることを示している。外来語抽出と接辞処理は自然言語処理の基礎技
術であり，本論文が今後の研究や開発に与える影響は大きい。接辞処理手法は，情報検索への有効性が確認
されたことから，既に実用的な水準に到達している可能性がある。以上より，本論文は学術的かつ実用的な
点において価値ある内容である。
よって，著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
